
社会福祉法人ジェイエー長野会 法人理念 

わたしたちは、「協同のこころ」をもって“あなた”とともに“地域”とともに一人ひとりの幸せ・笑顔を創ります。 

 

 

 

 

 

りんごの郷 エンジョイ生活 Ｒ５ 

 

～支援物資～ 

 

令和 6年 1月 15日（月）、ジェイエ－長野会では、各地域事業部より提供いただいた 

支援物資をお届けするため当施設キャラバンに積み込み、法人本部職員とともに当施設の藤澤

課長代理も行ってきました。課長代理は、台風 19 号の被災を施設で経験しており『こんな時くら

い行かなきゃ』と強い思いで金沢まで向かいました。道中雪が多く心配しましたが、無事支援物資

をお届けできましたことを報告いたします。 

  

 

 

  ～緊急派遣～ 

 

令和 6年能登半島地震 長野県ふくしチーム（DWAT）緊急派遣として、1月 20日から 

24日まで特別養護老人ホームりんごの郷から、職員 1名を石川県能登町へ派遣しました。 

今回の職員は、台風 19号災害を施設で経験しており、その恩返しをしたいと自ら進んで 

名乗りを上げました。5日間の活動お疲れさまでした。 

 

 



 

福祉避難所で支援をさせていただきましたが、会話の中で時折「どうするかなぁ」という言葉が

聞かれました。今後のことを思っての重い言葉でした。衣・食・住、全てがままならず先の見通しが

立たない現状を抱えている方々に何もできないもどかしさを痛感した活動期間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

                ≪福祉避難所の様子、レイアウトを再検討しているところ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪支援者の居住所、トレーラーハウスの外観 ・ 内観、寝袋持参でした≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪近くには、きれいな海岸で災害があったとは思えない穏やかさでした≫ 

 

派遣に伴い、特別養護老人ホームりんごの郷の非常食を持参してもらいました。その中でも 

パンは好評で、今回派遣に行った職員から「パンが好きなのに今まで食べられなかった。3 週間ぶ

りに食べられてとても美味しかった」と被災された方からの声を聞くことができました。 

普段、非常食を常備しておいても、賞味期限が切れてしまうために食べるくらいですが、本当に

困っている方へ届けることができて良かったです。また、いざという時のため非常時の備えには注

意を払っていきたいと思います。 

               



 

～今年の干支が完成しました～ 

 

昨年から、ご利用者の皆さんとそれぞれのパーツの色塗りをしていた“龍”ですが、制作総監督

の松井理学療法士のもと、ついに完成の運びとなりました。どうぞご覧ください。 

 

  

   

    

 

 

 



 

 

    

     

    

 

 

 

令和 6年 2月 11日発行 

社会福祉法人 ジェイエー長野会 北信地域事業本部 

特別養護老人ホーム りんごの郷 


